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第１回　北陸免疫研究会
日時：2019年9月13日（金）15：00－18：35　場所：医学部記念館2階　プレゼンテーションルーム
演者1：安本和生先生（金沢医科大学大学院医学系研究科　腫瘍内科学　特任教授）
タイトル：「難治性スキルス胃癌に対する革新的新規標的治療法の開発」
演者2：馬場智久先生（金沢大学がん進展制御研究所　分子生体応答研究分野　准教授）
タイトル：「白血病細胞と正常造血細胞の間でのクロストーク」
演者3：樗木俊聡先生（東京医科歯科大学難治疾患研究所　生体防御学分野　教授）
タイトル：「単球・マクロファージの分化経路と疾患標的としての可能性」
演者4：松島綱治先生（東京理科大学生命医学研究所　炎症・免疫難病制御部門　教授、東京大学名誉教授）
タイトル：「新規がん複合免疫療法を目指した私達の取り組み」
連絡先：金沢大学医薬保健研究域医学系　分子遺伝学　倉知　慎（Tel:076-265-2176,E-mail:kurachi@med.kanazawa-u.ac.jp）

The 2nd Japan-Germany Symposium on Advanced Preventive Medicine 2019
（第2回日独合同先進予防医学シンポジウム）の開催について

　このたび，大学院先進予防医学研究科及び先進予防医学研究センターでは，大学間国際交流協定校であるドイツのハインリッヒ・ハ
イネ大学（HHU）との教育及び研究協力の連携強化を目的に，以下のシンポジウムを開催します。
　HHUの研究者はもちろん，金沢・千葉・長崎の3大学からなる共同大学院の研究者及び学生による発表もありますので，多数の皆様
の御参加をお待ち申し上げます。
■開催日：2019年10月3日（木）及び10月4日（金）
■会　場：石川県政記念　しいのき迎賓館（金沢市広坂2-1-1）
■主　催：金沢大学大学院先進予防医学研究科，金沢大学先進予防医学センター
　　　　　先進予防医学研究科 科長  市村　宏   TEL 　076-265-2229

第26回 日本時間生物学会 学術大会
日時：2019年10月12日 （土）9：00～ 19：00／ 2019年10月13日 （日）8：30～ 18：00

場所：金沢市文化ホール　会議棟
テーマ：時間生物学の新潮流　Neo-chronobiology

開催概要：特別講演　　・服部正平 （早稲田大学）
　　　　　　　　　　　・Erik Herzog （Washington University in St. Luis）
　　　　　シンポジウム・生物時計の発振と同調機構にみられる共通性と多様性
　　　　　　　　　　　・細胞・組織・個体に表出されるリズムの自律性と非自律性の分界
　　　　　　　　　　　・体内時計研究の産業応用や社会実装
　　　　　　　　　　　・体内時計・睡眠とメンタルヘルス
　　　　　　　　　　　・時間医学 from bench to population

　　　　　　　　　　　・生物の多様な集団発振現象
ポスター発表データブリッツ、ポスター発表 （～ 120演題）、奨励賞授賞式・受賞講演
大会HP：http://neurophysiol.w3.kanazawa-u.ac.jp/26jsc

連絡先：金沢大学・医学系・統合神経生理学 （第26回日本時間生物学会学術大会　運営事務局）
　　　　TEL：076-265-2173，E-mail：26jsc@med.kanazawa-u.ac.jp
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第49回日本消化器がん検診学会東海北陸地方会
開催日：2019年11月30日（土）
開催場所：石川県文教会館 (石川県金沢市尾山町10-5)

　一般社団法人日本消化器がん検診学会は、本邦の消化器がん健診に関する学術、研究の推進と、効果的な検診の実践、普及をはかり、
ひいては国民の健康増進を通じて社会に貢献することを目指しています。その一環として、第49回日本消化器がん検診学会東海北陸地
方会を開催します。今回の地方会では「消化器がんの科学と実践」を主題にかかげ、関連企画講演、シンポジウム、一般演題発表と共
催セミナーを通じて、本会の主旨に資する発表や討論がなされるよう願っています。本地方会には、東海北陸地区から医師、診療放射
線技師、臨床検査技師、保健師、看護師、行政職など消化器がん検診関係者およそ300名余の参加が見込まれることから、実り多い学
術集会になるよう準備を進めています。
連絡先：金沢大学がん進展制御研究所　腫瘍制御　　源　利成　　TEL  076-265-2798　　E-mail  minamoto@staff.kanazawa-u.ac.jp

International Symposium on Diabetes and Glycation Biology

日本学術振興会・国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業「慢性炎症と線維化をきたす生体ネットワークの解明とその制御の国際
的研究者育成」事業推進と金沢大学先魁2018の国際ネットワーク拡大、そして、国際共同研究推進のため、米国・英国・豪州・韓国・
カタールおよび日本国内から研究者を招き、糖尿病とグリケーション研究における国際シンポジウムを開催する。学類学生、大学院生、
研究者・教員スタッフ、そして広く興味のある方々が対象となる。
日時：2020年1月14日（火）　10：00-17：00

場所：金沢大学医学部記念館2階
主催：血管分子生物学分野　　TEL 076-265-2182    E-mail: yasuyama@med.kanazawa-u.ac.jp

第36回日本臨床細胞学会　石川県支部学術集会

開催日時：令和2年1月26日（日）11：00-17：00

開催場所：金沢大学附属病院　宝ホール
教育講演：製鉄記念八幡病院　病理診断科　金城　満　先生　　　　「日常の尿細胞診に役立つポイントとピットホール」
特別講演：愛知医科大学病院　病理診断科　都築　豊徳先生
　　　　　　　－The Paris Systemを中心に－　　　「 膀胱癌診療ガイドラインから見た尿細胞診の運用について」
世話人：金沢大学附属病院　病理診断科　中田　聡子
　　　　TEL：076-265-2027　　E-mail： snakada@staff.kanazawa-u.ac.jp

第30回金沢歯科口腔外科懇話会

　金沢歯科口腔外科懇話会は、平成３年に金沢大学歯科口腔外科研修会としてスタートし、毎年回を重ね今年で30回になります。この
会は金沢大学附属病院歯科口腔外科に患者さんを紹介してくださった先生と同窓の先生が集まり、歯科口腔外科の臨床と研究に関する
研修を行う事を目的としています。本年は、金沢大学附属病院歯科口腔外科から２０題の一般演題と特別講演を予定しています。本年
の特別講演は北海道大学・口腔内科学教授の北川善政先生にお願いしました。「口腔内科学UpDate」について、とても興味深いお話が
聞けます。
日時：令和2年2月8日土曜日　14：00～
場所：金沢東急ホテル
お問い合わせは金沢大学歯科口腔外科医局まで　　TEL:076-265-2444



【開　催　告　知】

令和2年　金沢大学十全医学会総会・学術集会

	 開催日：6月23日（火）

	 場　所：金沢大学十全講堂

§総会	 12 : 40−13 : 00

　　　Ⅰ．会 長 挨 拶

　　　Ⅱ．庶 務 報 告　　　令和1−2年　事業計画および報告

　　　Ⅲ．会 計 報 告　　　1．令和1年　決算報告　2．令和2年  予算計画

　　　Ⅳ．編 集 報 告

§第16回（令和1年度）金沢大学十全医学賞受賞記念講演	 13 : 00−13 : 35

　　　受賞講演「再生不良性貧血における分子病態の解明と，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　診断・治療のバイオマーカーの開発」
　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学附属病院　高密度無菌治療部	 助教	 細川　晃平　先生

§学術集会　『生体リズム・睡眠研究の最前線』	 13 : 45−17 : 45

　　講演1．金沢大学医薬保健研究域医学系　細胞分子機能学	 教授	 安藤　　仁　先生

　　講演2．京都大学大学院薬学研究科　分子脳科学	 特任教授	 岡村　　均　先生

　　講演3．金沢大学医薬保健研究域医学系　統合神経生理学	 教授	 三枝　理博　先生

　　講演4．筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構	 機構長	 柳沢　正史　先生



令和 2 年度
《 十全医学賞・十全医学奨励賞 》

(応  募  規  程)

目　　的 医学の進歩に寄与する顕著な研究を発表し，なお将来の発展を期待しうる優れた若手研究者
に対し，賞を与え顕彰することを目的とする．

名　　称 第17回 金沢大学十全医学賞
 第 1 回 金沢大学十全医学奨励賞

応募資格 1. 十全医学賞は会員歴 5年以上，50歳未満（応募締切時点）とし，教授およびそれに相当す
る職位の者は除く．

 2. 十全医学奨励賞は会員歴3年以上，学位取得5年以内か，40歳未満（応募締切時点）とする
 但し，両賞への同時応募は不可とする．また，過去に受賞した同じ賞への応募も不可とするが，

奨励賞に受賞して，2年以上経過後に医学賞に応募することは可能である．

応募締切	 令和 2 年 8 月 3 日（月）  必着

提出書類 1. 応募申込書をHPからダウンロードし，必要事項を記載後，E-mailにて事務局に提出をする．
   (1)関連研究業績について

1) 過去5年間で申請者が発表した論文，著書のうち，本研究に関する重要な論文名を10件
選定する。なお，論文は掲載が決定しているものに限る．

2) 記載は現在から順に発表年次を過去にさかのぼって，通し番号を付ける．
3) 記載する発表論文については，著者名，論文名，掲載誌名，掲載誌のインパクトファク
ター，巻（号），ページ，掲載年（西暦）を記載する．（添付した別冊の番号に○印をつける）

4) 著者名が多数にわたる場合は，主な著者名を3名程度記入（申請者にはアンダーライン
を付す）し，以下を省略する。省略した場合は，申請者が掲載されている順番及び員数
名を記入する．

　　 例） 申請者名  1，○○○，・・・・・　　　　他7名
　　  ○○○，申請者名  2，○○○，・・・・・　　　　他9名

   (2)研究の概要を2000字以内にまとめて記載する．
 2. 関連研究の別冊5編（authorとして名前が入っているオリジナル1部，そのコピー7部）の

論文を提出する．

選考方法 1. 会長は会長の委任による選考委員会（会長が委員長となり研究科長，医学類長，がん進展
制御研究所所長を含む数名を会長が任命する）を設置し，選考委員会の議を経て受賞者を
決定する．

 2. 十全医学賞，十全医学奨励賞受賞は原則１名ずつとするが，選考委員会での審査の結果，
該当者なしという場合もある．

表彰・発表 1. 受賞者は翌年に受賞記念講演を行うこととし，本会会長より表彰し，副賞を贈呈する．
 　　十全医学賞　　受賞楯と賞金20万円　　　十全医学奨励賞　　受賞楯と賞金10万円
 2. 当該年度十全医学会雑誌に受賞研究に関する総説を掲載する．

 ※ 受賞後であっても虚偽の事実や本要項違反行為が発覚した場合は，受賞を取り消し，賞金の
返還を求める場合があります。

申請・提出先
 金沢大学十全医学会（十全医学賞申請）
 　　〒920-8640　　金沢市宝町13-1（http://juzen-igaku.w3.kanazawa-u.ac.jp）
 　　TEL：076-265-2131　　FAX：076-234-4208　　E-mail：kenkyu@adm.kanazawa-u.ac.jp
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